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所収遺跡名 所在地
コード 北緯

調査期間
調査
面積

調査原因
市町村 遺跡番号 東経

古屋敷遺跡（A 区）

島根県
大田市
仁摩町
大国

32205 B61
35°08′35″ 20130617

～
20140121

930㎡ 道路建設
132°24′55″

古屋敷遺跡（E 区）

島根県
大田市
仁摩町
大国

32205 B61
35°08′37″ 20140604

～
20140708

100㎡ 道路建設
132°24′58″

遺跡名 種　　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古屋敷遺跡（A 区） 集落跡
縄文時代
弥生時代

B61
木棺墓、
地床炉、

土器だまり

  縄文土器、
  弥生土器、

石器

古屋敷遺跡（E 区）
河道跡、
水路遺構

中世
近世

B61
流路跡、
水路遺構

 土師器、
 須恵器、
陶磁器   

要約

古屋敷遺跡 A 区は、標高 8m の平野に立地し、縄文時代晩期の集落跡が確認された。集
落跡からは、板状の木材を使用した木棺墓や、火を焚いた痕跡と考えられる地床炉跡、ピッ
ト、土器だまりなどが検出された。また縄文時代晩期の土器だまりから土器の外面に赤
色の塗料によって文様が施された彩文土器が出土するなど、当時の日本列島の東西の交
流を窺わせる資料が確認された。遺物は縄文時代後期から弥生時代にかけての遺物が出
土している。

古屋敷遺跡 E 区では、中世の河道跡や、石組みによる近世の水路遺構が検出された。
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